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－ 10 － － 11 －
3.第2回全学共通科目C群『英語IA (E2P02M (演習)
Craig Smith教授(京都外国語文学)




There are about 30 students. The aim ofthis English for Acade皿icOral Presentations 
Course is to encourage students to participate in acade皿icEnglish spoken 'language 
forums， and thus， help the student温makecontributions 句 theinternational academic 
－ 12 － － 13 －
com皿unity"This course intended to 0島 rhigh"level， purpose"specific academic courses for 
students who can be assumed to have acquired solid fundamental English language skills 
仕omsix years of successful secondary school EFL study" 
〈授業・検討会の様子〉
－ 12 － － 13 －
4.第3回教育学部専門科目『教育史概酋U(講韓)
辻本荘史教授(教育学研究科)
























－ 14 － － 15 －
(石川裕之)
－ 16 － － 17 －
D -3.第4固工学部教育シンポジウム
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Fuel Cell 1.6 
Lithium lon Battery 0.5-0.7 
NIMH Ba臨ry 0.22 
Le剖 AcldBattery 0.1 















































































































































































































































































































































































す。これは、 2回生から 3回生の前期にかけて少し中だるみがありますが、やはり 3回生の後
半から4回生にかけて上がっているという傾向があります。この点は、授業アンケートの授業
内容関連の項目に、授業の理解度、「わかりやすかった」かどうかという項目がありますが、そ






















































































学期崎前期開後期 0・前期価値期 07前期 07後期 0・前期






























































































































期 定 |体義的に盤~ 点平 x_/二ごA ー-x 平 I-x-体調E闘に量理授 均 四均
• '.75 
-一一一ー . ・ 値 四時・.a.開示
業 ' "';~jF -.... 1、に~~ 川・-Jilt..
肉 ~ 8. |理解度|t円~
項
目 . 80 17年産 18年庫川年産四年産同年鹿叩年産 20:隼塵 入学年度・現役
λ皐 λ事 λ掌 λ事 現役 現役 車置














aι/ l、、、~/ 11ー・ー 考えさせる工夫
期 定平 2.50 :x--刊 J ，x--ll-聞・鯛但し
均 I 
授 値 、，.--'、 ラ~ 11 ~炉田・・疑問1=庖笹
業 ー 11 -x-a・a高めるlI3JI
方 2.25 rr I~鎗闘し 1 1 I ---fl.l;:対する• j去
項
目 2.1田 円年庫川年鹿叫. 2咋庫|同年度叫. 2昨庫 λ牢年度・現役








































































































































































119. Iま1孟かった{ー 0.40-0.50)I 
11.学生自身に考えさ世る工夫がなされていた(-0.39-0.80)I 
1 8. 授業Iま理解できた (~0.51-0.50) 1 
1 5.関連ある文献などを積極的に院んだ(-0.51-0.79)I 
.-. • l科目ごl::I=相聞のあり方はかなり異なっている'1

















































A: 2.56(8) B: 2.80(0) 
C: 2.86( 7) D: 3.25C 4) 




























































































































軒目名 曙毘・ 時圃 氏名
I氏名 学生骨号等を所定の欄に配達し、さらに学生番号 掌 生 司書 号 年飾 性別
配 -年齢'性別には?ークをしてください。なお、個人名
入 l立決Lて表出することはありませんe
上 2授業担当の教員には成績併低完了後に個人名等の情 '1>， <わ巾巾，， ，巾巾巾巴，，川'1'1>:<1>1<1>1時
報は除かれてフィ ードノ")クされますので、回答内容が '2>， <2>: '2> :<2>: '2>: '2>: <2>: '2>: '2>: <2> 1 <2> :<2>1<2> * 
の 個人的成績評価等に影響を及ぼすこともー切ありません。 <3>:'3>: <3> :<3>: <3>: '3>: <3'屯3':<3': (3) I '3': '3' 
建 3.H-2Bの鉛帳 +シャープペンシルを傭ってくださいo I ， ~ > 山仰山叩 '. '叫 3 仰山 山中巾
置 ， "中 '5>: <5 >中 '5>!'5>中 中 <5>I '5'巾
4 回答が鴛効にならないよう下の良い倒にならって、正し
'6>;<6>;'6>;'6>;<古>:'6>: <6> ;'6> :<6': <6> I '6': '6> 
伊~ I 1，目); <0>巾中'.'中中 '.'中中 '0>! '0> I 





① 自分 自身の学 習状況専について | あてU4まる i申ゃあ3τuま晶 i ol!f'l畠τ2uEFb止もも 晶τttE1ら申い
( 1 )シフパスを嘗考にした ， . ， " ' ， 2' 
( 2 )授講の予復習をするように努めた 巳.， ，'， ι2' 
( 3 )揮軍中"担事に集中していた ーーー・ '" ，" ，' '" ( 4 )与えられた課題にきちんと限り組んだ ， . ， " ， ，'  '" ( 5 )関連ある文献などを積極的に統んだ '" 巳J' ι" ( 6 )疑問点など友人に聞いたり隠し合ったりした ， . ， 定" >2' 
(7)教員に援問点主どを積極的に質問するように関めた "， " ‘" 巳"
② 捜車の内容・方法等につい て
. ， 2 
島てはまる 申や晶てu，畠 晶まり晶'"宜告ない あてU事ら申い
( 8 )慢業は理解できた 中 ~ ‘" ι" q， ( 9 )慢業の目的が示されていた ‘.， ，'  " ， 【，， (10) どこが重要むポイントであるかがよくわかった ， "， ， " '2' 
(1 )学生自身に考えさせる工夫がなされでいた ， .， ， " '2 ， 
(12)慢韓中に学生の質問 ・発言などを促してくれた '. ， " ε2' '" (13)学生が提出レた諒置や疑問に対し適切な応答が立された '" ，" ι" '" (14)内容に聞する興味を高めるための配慮があった ， . ‘" ‘" (15)教科書・審考書、プリントなどが学習の助けになった ， . ， " ， ，'， ι， ， 
(16)教員の揮業に対する鮪意在感じた ， . ， " ε" ， ， 
(17)成績評価の方法や基準等が明らかにされていた ， . ， " ， '2 ' ，" 
(18)クラスサイズ (受鴎者数)は適切だった “》 " ， '2' ι， ， 
(19)教室盟国!.に問題Uなかった “' " ， ." ι， ， 
(四)板書や視聴賞機器の文字 '国費"見やすかった ‘.' " ，'， q， 
(21)慢業内容は体系的に整理されていた ε.' ，' '2' 







この鐸察アノケートの実鎗U、京都大学高等教育研究開発問選センター {以下 セノター )が支湿しております.
センタ-1:、大学教官に闇わる研究に基づいて 京都大学の教育活動を支撮 ilE証するためのさまざまな活働取組
t行っております.










_~. ... 3 2 CD裡韓全体を過して揖られた成果等Lついて 晶τ凶晶 J 干刊で~:l:ð ; IIt.lJllna告書、ー ; 晶てU~"，(j"い
(23)慢揖に'加しτいるという感賞がもてた '.> <3> 2' 什〉
(24)カリキュラムの中での位置づ吋がよくわかる綬業だった 叫》
(25)自分が専攻したい積棋にとって量要な内容だった 叫 ー ，.且 苫 q.
(26)自骨の将来の道路に役に立つと思った
(27)樋揖にわ〈わ〈するような感覚をもったことがあった ーー 叫ー cー3> -: 2' ': '1> 
( 28) 今後の学習のために1h要宰知植や措置~"'身についたと思う 叫 '3> '2> 什'
(四)この慢舞の関連分野に興疎や関心が翠まった 叫 <，> 2' _.:_ <¥ ， 
(30)総合的にみて、自分にとって意味のある慢事だった 叫 '3> <2' <)> 
• ， ， 
曲 学科・教員世定項目 町u. l 
(31 )吋J，. '3 中 j 巾
(32) 叫 3 i .，. i. ，. i'P 





























圃圃圃圃圃曹司・曹司.. . ..・. ・...咽..ー・.‘.晶圃晶圃a晶a晶晶 a晶圃 a晶圃 晶圃圃圃
I ~ 良い例 ー 悪"例哨 ∞ ー
. 今学期的本授章 (講義 ・実験 ・演習等)
あなたはどの程度出席しましたか。
民t.
'" 生 • ，ー
隼圃 間|
I .‘，>: <1 霊1>:<1':<1'<¥'‘" ‘I .‘" <1>:<1> 叶'現
2>: <2>: <2'・<2>:<2>: <2> <2>: '2>: <2>: '2' <2>: <2' 置，.宜
3>:'3':<3 .屯]':'3':')>軍，.屯3>:'3': 3> ‘3> : <3' 
4 1:< ~ ':< 4 q，: .>‘..屯..‘4':'4':'.>‘4_ : <4' 
5':<5>:<5 :<5':<5>奄5><5>:<5>:<5>; 5> <5': <5> 
6>: <6> :<6> :<6>: <6>:'畠》屯6>:<6>:<6>:'6><6': <6 
7>: <7> :<1> :<7>: <7>: ">: <7>: <7>: .7.: .7> '7>:<7' 
. .'屯..
<9>;<9>;<9>;<宮>;<9>! <9>: <g>! <9'; '9>; <9> '9>: <9> 
'0>:<0>:<0 ;<0>‘自>:<0>:<0>=<0>‘0>i <0> <0> i <0> 
><. .， ' .，. .¥> '5' 




























晶TU宜畠 宇平島τ岨量晶 晶"''1:1:，，暑い 晶てU:l';申、、
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t・. '3> 掴 .' ，J. ， I ' 
【4> '3> <2' '1' 













U この授業についての意見 ・感想 ・要望を以下の欄に記述してください。(一言でも記述してください)
*記入ミスなどがないか、もう一度ご確認ください。ご協力ありがとうございました。
－ 48 － － 49 －
4.教育改善に向けて
私の授業:アンケート結果を受けて











































































































































































































2 平置固 ('/' 00)岨 1枚












Kiyamachi Park 印keS.t 














































































































































































































































































































































































































































































































































.. _xis期修 .・畑・8剛 貫" .耐・也氏
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$.1.2 . ・臨のホログ. 
• u .・4・，.何回グ."
M ・醐













lS事S寧以降lま!光工学 2電気電子工学科 4園生前期マヵパ戸ずる肉容 |
116. 先放射 147 
6.1 電気双極子放射 1" 
62 運動竃荷による光政射 153 
6.2.1 荷電粒子の加速度と速度が平行または反主V行主なるときの党の放射 1"
6.2.2 シンクロトロン執道放射 158 
6.3 ~般財 161 
6. 自然放出と瞬噂鍛凶 165 
6.' 自然紘出スペクトルとスヘクトルの均ー不勾ー広がり 170 
6.6 反能分布とレ ザー作用 173 
6.7 努須の原理 178 

















































































































































































































































































































































































































































































































































番、 6番、 7番、 12番があまりいい評価をいただけていません。これは自分での反省ですが、


















































































































































































































表 1ー 1 参加者の肉眼 (Basicコース)
理系 (21名) 文系 (24名)
部局 人数 課程 部局 人数 課程
理学研究科 2 博2 文学研究科 2 博2
医学噺究科 6 修51研修員 1 教育学研究科 8 修8
工学研究科 1 博 1 法学研究科 1 博 1
農学噺究科 6 修31博21研修員 1 経済学研究科 1 博 1
情報学研究科 2 博lIPD1 人間・環境学研究科 12 修21博81研修員2
生命科学研究科 3 修21博 1
地球環境学舎 1 博 1
表 1-2 参加者の肉眼(Adv:阻田dコース}
理系 (7名) 文系 (7名)
部局 人数 課程 部局 人数 課程
理学研究科 1 研究員 1 文学研究科 1 博 1
医学研究科 1 研究生2 教育学研究科 1 博 1
農学研究科 2 修U研修員 1 人間・環境学研究科 3 博 lJl肝修員 2



























































































均は、1.75年)であった。 fTAJと「非常勤講師」の両方と答えた人が 2名いた。 Advanced
コースでは、『なし」が3名、 fTAJが7名(その経験年数の平均は、 2.64年)、「非常勤講師」
が7名(その経験年数の平均は、1.57年)であった。 fTAJと「非常勤講師」の両方と答えた












































































































































人間・環境学 修士 1、院生ネットワ タに興聴があった.2.文学で勉強すること1;1:.どういうことな由か考えてみようと且った.
人間・環境掌 修士 太牢教員には専門的に掴職以外に、それを効果的に植え晶能力部必要だと且われるため.















































































































































































































かった3名のうち、 2名は午前中のみの参加者)、 Advancedコース 14名中 14名であった。
－ 92 － － 93 －
5-1.本陣座の全体的な満足度
本講座の全体的な満足度について、「本講座の参加満足度は全般的にどのようなものですか」
という質問に対し、 r1.まったく満足していない」から r5 非常に満足している」までの 5
段階で評定を行った。その結果を図 1に示した。
Basicコー スでは、 r5.非常に満足している」が 56%、r4.まあまあ満足している」が 34%



























さらに、 (3)満足度の低い受講生に見られた理由として、満足度に r3. どちらともいえな





















































































































































評定対象プログラムは、 Basicコースの場合、(1)グループ討論、 (2) ミニ講義、 (3)ボディ
ー・ワークであり、 Advancedコースの場合、(1)ミニ講義、 (2)模擬公開授業・検討会、 (3)
テーマ別討論であった。
まず、 Basicコースでは、(1)グループ討論に関して、 r5非常に有意義だったJ57%、r4







































。% 25% 50'A 75% 100% 
1 まったく有意義でなかった
2.あまり有意義でなかった
s どちらとも言えない・4 まあまあ有意義だった・5 非常に有意義だった





































博士 ループにわけてしまうことで，他の2ゲルー プと由かかわりは，少し薄くなってしまう気もする(しかし， 1日しかないの
で，これはこれで良かったとも且う)
匡学 修士 ゲIIrープ酎輸の時聞がもう少し畏ければよかったです
医学 修士 ゲ11r-7肘摘がなじんで意見出出てきた頃に時間的に幅了になってしまった由で， 2回目肘曲目1hX2回を2hl:.してもらって，きり由いいところで体砲をはさむなどしてもらった方が，多〈由意見吏換ができた由ではないかと且った
E学 修士 ゲIIrープ肘抽由時聞が短〈且いました長ければよいというも由ではないかもしれませんが








直学 修士 B曲目。コー スだから，ということかもしれませんが，やはり"覗える"経蔵を取り入れないとどこか空虚な惑が残りましたどこか曲学技に漏遭，という由lま情理でしょうか?
直学 修士 「文字でどう轟えるか』というテーマについて股けられた肘愉由時聞がテーマ由亘書由割に短Uと感じました






























教育学 畢士 四まま続けていってほしいと且うただ，ボディワーク即時聞が長過ぎたと且われる今世は， ボディワーク由時聞を
濡らしI肘帥由時間に充当した方がいい由でl;l:tJ:いかと思う
















人間環境学 博士 畏い一目指疲れ樽でした lそして、指世障になり有雄うございました
人間・環壇掌 惇士膏官5312き2摩t、で
人間・環壇車 修士 時聞が隈られている叩で，ゲ)Irーブ酎踊等由進行など，より有抽な時間四世い方を楠肘してもよいと思う
－ 100 － － 101 －





































までの 5段階で評定してもらった。その結果、 r5.強くそう思う」が 21%、r4.そう思う」










まず、参加者をみると、第 1回目が 36名、第2回目が 19名、第3回目が 31名、第4回目


















研究科名 第1回 (2田5年) ~回 (200&年) 第3回 (2007年) 筆4回 (2008年)
修博 PD他併 修博四他脅+ 信博PD他静+ 修博四他併
理学研究科 4 4 1 3 4 1 1 2 2 
医学研究科 1 1 
• • 8 
2 2 5 1 6 
薬学研究科 1 1 
農学研究科 1 1 2 3 1 4 3 2 1 6 
工学研究科 2 • 6 1 1 1 2 8 1 1 
エネルギー 科学研究科 1 1 
理系 アジア・アフリカ地域研究研究科 3 8 
情報学研究科 1 1 2 
生命科学研究科 1 1 2 1 1 2 1 3 
地球環境学童 1 1 1 1 
その他 1 1 
計 3 12 0 0 15 6 9 0 0 15 5 11 0 0 16 10 8 1 2 21 
文学研究科 s s 1 1 2 2 2 2 
教育学研究科 5 5 1 11 1 1 2 1 8 8 8 
経苦学研究科 1 3 4 1 1 2 2 1 1 
文系法学研究科 1 1 1 1 
人間・環境学研究科 3 • 7 2 8 2 12 
その他 1 1 1 1 
針 7 13 1 0 21 o 2 1 1 4 5 9 0 1 15 10120224 








満足度および有意義度の評定値を従属変数として、年度4(2005年、 2006年、 2007年、 2008
年;参加者間)xセッション 4(グループ討論、ミニ講義、ボディー・ワーク、全体;参加者










2005年 2008年 2007年 2008年























































































































林創 (2008) r大学院生のための教育実践講座 大学でどう教えるか Jr京都大学高等教
育叢書 26 平成 16年度採択特色 GP報告書「相互研修型 FDの組織化による教育改善
－ 106 － － 107 －
2007 J.I pp. 165'200. 





育叢書 25 平成 16年度採択特色 GP報告書「相互研修型 FDの組織化による教育改善
2006J.I pp.91-117. 
林創 (2008)r大学院生のための教育実践講座一大学でどう教えるかーJW京都大学高等教
育叢書 26 平成 16年度採択特色 GP報告書「相互研修型 FDの組織化による教育改善
2007 J.I pp. 165'200. 

























































































学年① 1年 ② 2年 ③ 3年 ④ 4年以上
・大学院生以外の方
① PD ②研究員 ③その他( ) ( 
参加コース:① Basic ② Advanced 
間1 との講座のことをどのようにして知りましたか? (あてはまる番号すべてを〔
内にご回答の上、⑥・⑨の場合は詳細を( )内にご記入下さい)
①指導教員から ②その他の教員から ③友人から ④大学の田で
⑤センターの田で ⑥ポスターで(掲示場所:




①なし ② TA (約 年) ③非常勤講師(約 年)
－ 110 － － 111 －
Ⅱ－４. 付録２
資料2
問3 大学教員になることをどの程度希望していますか。(あてはまる番号 lつを[ ) 


















はまる番号 1つを[ J内にご記入下さい。④の場合は、ご希望のテーマを( )内にご





問8 いずれかの教員免許をお持ちですか? (あてはまる番号すべてを[ J内にご記入下
さい。④の場合は、詳細を( )内にご記入下さい)
①小学校 ②中学校 ③高等学校 ④その他( ) ⑤なし
問9小・中・高等学校での指導経験はありますか? (あてはまる番号すべてを[ J内に
ご記入下さい)
①小学校であり ②中学校であり ③高等学校であり ④なし
問10塾・家庭教師などでの指導経験はありますか?あてはまる番号1つを[ J内に
ご記入下さい) [ J 
①あり ②なし
問11学部生時代に受けた授業はどの程度満足なものでしたか? (あてはまる番号1つを

























































































(5) .a~.<Ii.!:.叫 .......................ω" “"“"“一一
同四位僻明免 . 


















































































































































・学部卒業段暗での『学習成果 (Iearnlngou回 m田 )J
• r入口』の質保証→「出口』の質保E
・日本だけでな〈、先進国共通の傾向



















| エリー ト段階 吋階 ユキ
段階
文学進牢車 勾 15軸 15-50軸 50軸~
高等像宵樽会 少It者の特権 多敏者の権利 万人の・.

























































































• 感 ⑮ @ .智.金
• 霊訪 @ @ .車，織k a 
箆濡 @@圃曹洞a酬.. 明き 師⑤鋼闘岡凶個剛E 膚 ⑨.酬.・明，、a庖帯
新カリキュラム
-京大の英語 学術研究に資する英語
=EAP(English for Academic Purposes) 






















ロEGP(Englishfor Gene同 IPurposes) 
-各学部専門英語























































































ロ所属をこえて問分野、異分野で …-υs-e 一ミーy・山Sh・a』町... 































刷 'tO'_ ， ・u司.~- ....
を〉
5 


































融ける当文年学齢在人学口率にお 日 15% 15....50% 国%-
高等教育の樋会 少慾者の特権 相対曲権多事徴l者の 万人の轟務
高等教育の目的観 人間形成祉会化 知揖・銭能の伝遭 新しい広い軽肢の
担保



























































学の自律性」 t活拙附 圃 《漁業〕時岨圃'1





















項?¥」ET研修の おおいに4己要実篤 纏期 警
02.事務手鳳き 32.7 72.8 430 29.8 
07 カリキュ7 ム lRA 民0.2 433 16.9 
'" 成績拝価 15.7 56.3 40.0 16咽3
伽大掌の笹世瞳略 17.1 36.9 27.9 9.0 
日 ネットワー ク輔 12.2 41.1 36.2 5.5 
08.授業殴It 13.4 3.0 35.1 品2.1
10. ITスキル lJ.1 16.5 19.8 -3.3 
前年生の実簡樽 ]6.6 35.0 39.1 -4.2 
OJ 崎務儲理 27.3 42.7 48.1 -5.4 
的梗離方法 15.1 29.1 35.3 -6.1 
。1.機関や郁周の慣要 34.3 29.1 39.1 -10.0 
2 






























































学年 ① 1年 ② 2年 ③ 3年 ④ 4年以上
・大学院生以外の方












5.非常に有意義だった 4. まあまあ有意義だった 3. どちらとも言えない
2.あまり有意義ではなかった 1.まったく有意義ではなかった
(1)グループ討論・.. . . . . . . . ・・・・・・・・・ 5 4 3 2 1 
(2 )ミニ講義・・.. . . . . . . . ・・・・・・・・・・ 5 4 3 2 1 

























学年 ① 1年 ② 2年 ③ 3年 ④ 4年以上
・大学院生以外の方












5.非常に有意義だった 4. まあまあ有意義だった 3. どちらとも言えない
2.あまり有意義ではなかった 1.まったく有意義ではなかった
(1)ミニ講義・・・・・・・・・・ 5 4 3 2 1 
(2 )模擬公開授業・検討会・.. . . . . . . . .・・・・ 5 4 3 2 1 





































































'" "''叩H ・I ・.・
-一-一一・ー 一一・_...-←司1・~ー-=- 一品-一 ・一-_.-ヨ--‘ =包十一一一一一• ι日前ー-一ー 一・一 一--:，甲 山一ー
一ー一一 一山 時一 一一
-...，置
・Basic:3ゲループ(文嘉・理系退官)・Advan田d目 2ゲループ{テーマ別)












































E目 Basic Acjvanoed 
EL 281 - 31ー
TA 1312.2年 712.6隼


















































































－ 132 － － 133 －
Ⅱ－４. 付録５
資料5





























































































































































































































































































































































－ 140 － － 141 －
よる)。なお、前年からのメンバー6人は講座終了後に一度集まる機会を持ち、講座の報告や反
省などを(まったく非公式にだが)行った。
6.今後の標題
今後もAdvancedコース(ないしそれに類するもの)を継続していくとして、まず踏まえて
おかなければならないのは、このコースの目的である。最初の動機に立ち返ってみると、私た
ちがこのコースに求めていたものは、「実際に」大学で教えるにはどうすればよいのか、という
ことであったと思う。しかし、今回の講座でそれがどれだけ満たされたか、というと評価が難
しいのではないだろうか。確かに、模擬授業では学ぶべき点が多くあったし、ディスカッショ
ンではそれぞれの体験や考えをふまえて、意味のある議論ができたと思う。また私自身、そこ
で得られた成果を夏季休暇明けの非常勤の授業で少しは生かせたように感じている。けれども、
そういった工夫の実例だけでは授業はできない、というのもまた確かだろう。工夫以前の基本
的な考え方をある程度持っていなければ、実のところ今回のような形式の講座はあまり意味が
ないのではないだろうか。
とりわけ、これまで教育実践講座に参加したことがなく、最初からAdvancedコースに参加
した人の場合、そもそも大学での授業の形式や成績評価の種類にはどんなものがあるのか、と
いったところで戸惑ったという声も聞かれた。こうした点が、 Advancedコースの参加要件か
ら「以前に参加したことがある」を外したことの問題点であったと言ってもおそらく過言では
ないだろう。ただし、先にも書いたように、だからと言って初参加の人を門前払いするのは得
策ではない。実際問題として、いざ非常勤をすることになって困った、という PD・研修員が
講座への参加を希望するというのは大いにありそうなことである(このことを考えると、
Advancedコースはやはり「院生」だけでなく PD・研修員なども広く受け入れるべきだろう)。
私の感想から言えば、 Advancedコースでは、模擬授業やディスカッション以前に大学での
教育について一通り学んでもらうことが必要ではないかと思う。今回の講座でもミニ講義とい
う形で少しはそうした解説があったが、この部分をもっと体系的に、「ミニ」のつかない講義と
してまず行い、授業の形式やコースデザインの考え方、成績評価の仕方などについて説明して
もらえるとょいと思う(少なくとも、私は一度くらいそうしたものを聴きたい)。それによって
基本的な考え方を知った上で模擬授業やディスカッションに臨めば、理解度も実用性も大いに
高まるのではないだろうか。
ただし、いま書いたようなことを実際に行おうとすれば、一日では足りない可能性が高い。
理想を言えば、講座そのものを二日間にして、初日に自己紹介と「講義」、二日目に模擬授業と
ディスカッションといった形で行うことができればよいと思う。あるいは、私たちの聞で以前
から案があったように、この講座を夏の一回だけにせず、模擬授業などによる勉強会を年に数
回行うというのも検討してみる価値があるだろう。しかし、このくらいまで話が大きくなって
くると、私たちだけで自主的に行うのはなかなか難しいものがある。センターのスタッフの方々
にもぜひ検討していただきたい。
－ 142 －
7.おわりに
FDという言葉の指すものを私は今でも十分には理解していないけれども、聞くところでは、
これは主に大学教員を対象としたものであるらしい。これに対して昨年度までの講座 (Basic
コース)は、院生を対象に、大学教育について考えるきっかけを与えるものだったと私は理解
している。おそらく、 Advancedコースに求められているのは、その中間であろう。つまり、
非常勤として大学教育を「実際に」やってみる手助けをする、ということだ。私自身、今年度
初めて非常勤を経験してみて、そうしたコースの必要性をひしひしと感じた。 Advancedコー
スが、私のような院生・PD・研修員などの手助けとなり、そしてまた、分野や専門を越えて人
間関係を築く場として定着してくれることを願っている。
(有賀暢迫)
